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　令和 8 年度の朝来市の予算案が、３月 26 日の第 4 回朝来市議会定例会で可決されました。今年度
の一般会計予算は 231 億円。特別会計・企業会計をあわせた予算総額では、338 億 9,302 万円です。
　市は、この予算をもとに、「第３次朝来市総合計画」で掲げる朝来市の将来像「人と人がつながり 
幸せが循環するまち」の実現を目指し、各種施策に取り組んでいきます。

令和８年度施政方針

　令和 8 年度は改訂した第 3 次総合計画に掲げる将来像の実現に向け、さらなる歩みを進める重要な

一年になります。

　今回の改訂にあたっては「いかに多くの皆さまの声を反映させるか」という視点を持ち、4 年間にわ

たり未来会議やまちづくりフォーラム、ふれあい市長室などを開催してまいりました。

　そのような中で賜ったご意見は、空き家や耕作放棄地問題、或
あ る

いは地域自治の存続など人口減少に起

因するものが多くありました。

　やはり、これらの問題は市民の皆さまが肌感覚で実感されている問題であると認識するとともに、皆

さまのあふれる愛郷心の強さを実感し、その思いに全力で応えていく決意を新たにしました。

　そこで必要になるのが、市民生活を徹底して守る姿勢と果敢に挑戦する攻めの姿勢であり、誰もが地

域の一員として尊重され、安心して暮らせる地域共生社会の実現と、朝来市に「人が住み、人が働き、

経済が循環する」仕組みづくりです。長くこのまちに住んでおられる人々には「やっぱりこのまちがい

い」、子育て世代の人には「このまちでこどもを育てたい」、進学などで一時的に離れて住んでおられる

人には「帰ろうか朝来市に」、朝来市が初めての人には「このまちに住んでみたい」、そう思われるまち

になっていく必要があります。

　これは、令和 7 年度の「住みたいと思われるまち」を目指した施政方針を進化（深化）させるものであり、

令和 8 年度はさらにそれらの取り組みを土台として成果につなげ「飛躍」させる年度と位置付け、都市部に

は無い朝来市に住むことの魅力や利点を対外的に強く発信し、きめ細かく施策を講じてまいります。

　以上を踏まえ、ここに令和 8 年度を迎えるにあたり、市政運営の基本的な考え方を申し上げます。

　まずは、改訂した第 3 次総合計画及び第 4 次行財政改革大綱に基づき財政規律を遵守し、後世に安

定的な財政をつないでいくため「積極的な財源確保と適正な支出」を念頭に取り組みます。

　そのうえで、現在実施している施策の進化（深化）を図るとともに、「こどもまんなか宣言」や「ゼロカーボ

ンシティ宣言」、「岩津ねぎの取り組みに係る日本農業遺産認定」など、狼
の ろ し

煙を上げ、今後重点的かつ戦略

的に実施していくことを市民の皆さまにお知らせしている政策を強力かつ迅速に進めてまいります。

「幸せと暮らしを守る、未来へ飛躍する予算」

令和８年度 当初予算令和８年度 当初予算
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1ありたいまちの姿

「やりたい」につながる
多様な学びで、
未来をつくる「人」を育む

2ありたいまちの姿

人と自然が
共生しながら
地域で循環する
産業を確立する

▼
学
校
給
食
費
の
無
償
化１

億
２
２
１
０
万
円

　

小
中
学
校
給
食
の
質
、
安
全
性
を
維
持
す

る
た
め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
（
栽
培
期
間
中
農

薬
不
使
用
）
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
給
食

費
の
国
県
負
担
分
の
差
額
を
市
が
独
自
で
負

担
す
る
こ
と
で
、
給
食
費
の
保
護
者
負
担
分

の
完
全
無
償
化
を
定
着
さ
せ
ま
す
。

▼
企
業
誘
致
促
進
事
業

【
新
産
業
団
地
整
備
】　

２
億
９
４
８
３
万
円

　

若
者
の
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
へ
の
歯
止

め
や
市
内
企
業
の
生
産
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
企
業
誘
致
や
市
内
事
業
者
が
新
た
な
設

備
投
資
を
行
う
際
の
受
け
皿
と
な
る
新
産
業

団
地
の
整
備
を
令
和
８
年
度
か
ら
推
し
進
め

ま
す
。

▼
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

【
奨
学
金
返
還
支
援
補
助
（
個
人
向
け
）】

５
５
２
万
円

　

新
た
に
市
内
企
業
な
ど
に
正
社
員
と
し
て

就
職
し
た
市
民
に
対
し
て
、
奨
学
金
返
還
の

一
部
を
補
助
（
個
人
向
け
）
す
る
こ
と
で
、

若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
一
層
の
進

化
（
深
化
）
を
図
り
ま
す
。

▼
天
然
記
念
物
保
護
活
用
事
業

【
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
関
連
】３

３
９
万
円

　

朝
来
市
が
、
わ
が
国
屈
指
の
自
然
環
境
学

習
な
ど
の
拠
点
と
し
て
世
界
的
に
注
目
を
集

め
、
関
係
人
口
な
ど
の
増
加
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
、
朝
来
市
自
然
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
朝
来
市
の
豊
か
な

自
然
環
境
の
展
示
や
解
説
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
特
別
天
然
記
念
物
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
調
査
・
研
究
を
進
め
、

国
内
外
へ
の
環
境
教
育
や
情
報
発
信
を
推
し

進
め
ま
す
。

　令和８年度の一般会計予算は、231 億円で、現在実施している施策の進化（深化）を図るとともに、今
後重点的かつ戦略的に実施していくことを市民の皆さまにお知らせしている政策を強力かつ迅速に推し進
める、『幸せと暮らしを守る、未来へ飛躍する予算』をテーマとした予算編成としています。
　第３次朝来市総合計画で掲げる将来像、「人と人がつながり 幸せが循環するまち」の実現を目指し、各種
施策や事業を実施していきます。ここでは、総合計画に基づき、実現を目指す６つの「ありたいまちの姿」に
沿った取り組みを紹介します。

▼
体
育
施
設
整
備
事
業　

【
屋
根
付
運
動
施
設
お
よ
び
和
田
山
中
央
文
化

公
園
再
整
備
】　　
　

  

１
億
４
９
３
０
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
ほ
か
市
民
の
交

流
・
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
た
め
、
和
田
山

中
央
文
化
公
園
内
に
第
１
次
整
備
と
し
て
屋

根
付
運
動
施
設
の
実
施
設
計
お
よ
び
駐
車
場

用
地
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

▼
小
学
校
遠
距
離
通
学
支
援
事
業１

億
13
万
円

　

児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
お
よ
び
身
体
的
・

精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

な
ど
に
よ
る
通
学
支
援
に
係
る
遠
距
離
通
学
の
対
象

地
区
や
運
行
内
容
の
見
直
し
を
実
施
し
、
遠
距
離
通

学
児
童
を
支
え
ま
す
。場
用
地
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

令和８年度  　    事業推推しし
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▼
地
域
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

１
２
２
４
万
円

　

市
民
の
行
政
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
活
動
へ
の

参
加
、
健
康
づ
く
り
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

健
幸
ア
プ
リ
を
利
用
し
、
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
者
へ
、
取
り
組
み
に
応
じ
た

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
学
校
な
ど
へ
の
寄
付
の
ほ
か
、
電
子
通

貨
に
交
換
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

▼
定
住
促
進
事
業

【
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
】
１
６
４
０
万
円

　

市
内
の
空
き
家
の
改
修
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
補
助
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
有

効
活
用
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
市
外
か
ら
の
転
入
を
促
進
し
、

若
者
や
子
育
て
世
帯
な
ど
を
中
心
に
定
住
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

ありたいまちの姿

多様なつながり・交流を育み、
地域力をより高める

３

▼
福
祉
人
材
確
保
支
援
事
業

３
０
０
万
円

　

介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
、
新
た

に
市
内
の
介
護
・
障
害
福
祉
事
業
所
に
介
護

職
な
ど
の
正
規
職
員
と
し
て
就
職
し
た
人
に

対
し
て
、
６
カ
月
経
過
後
に
就
職
奨
励
金
、

継
続
し
て
１
年
、
３
年
勤
務
後
に
継
続
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
・
障
害
福
祉
事
業
所
の
人
材

育
成
お
よ
び
専
門
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

従
事
す
る
分
野
で
必
要
な
研
修
を
受
講
し
た

人
に
対
し
、
自
己
負
担
し
た
受
講
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

▼
予
防
接
種
事
業

【
R
S
ウ
イ
ル
ス
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
助
成
な
ど
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
７
９
万
円

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
定
期
接
種
化
さ
れ
る

R
S
ウ
イ
ル
ス
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
を
全

額
公
費
負
担
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
よ
り

予
防
効
果
の
高
い
高
用
量
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
、

肺
炎
球
菌
は
よ
り
効
果
が
高
く
、
長
く
持
続

す
る
20
価
ワ
ク
チ
ン
に
変
更
し
、実
施
し
ま
す
。

▼
健
幸
ア
プ
リ
推
進
事
業　
　

  

６
４
８
万
円

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
「
あ
さ
Ｇ

Ｏ
！
健
幸
ア
プ
リ
」
に
よ
り
、
歩
数
や
食
事

な
ど
の
記
録
・
見
え
る
化
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
生

活
改
善
策
の
提
案
な
ど
を
通
じ
て
健
康
づ
く

り
を
支
え
ま
す
。

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

【
特
定
不
妊
治
療
通
院
交
通
費
助
成
】

　

                                            

98
万
円

　

こ
ど
も
を
持
ち
た
い
と
望
む
人
の
不
妊
治
療

を
支
え
る
た
め
、
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ

る
人
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
不
妊
治
療
助
成
に

加
え
、
新
た
に
先
進
医
療
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
特

定
不
妊
治
療
に
か
か
る
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
【
５
歳
児
健
診
】　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

78
万
円

　

こ
ど
も
の
特
性
を
早
期
に
把
握
し
、
就
学
前

の
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
、
５
歳
児
健
康
診

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
の
不
安
や

心
配
ご
と
を
相
談
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

▼
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

【
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
】　 　

 

４
４
９
万
円

　

保
護
者
の
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
関
係
な
く
、
０
歳
６
カ
月
か
ら
満
３

歳
未
満
の
未
就
園
児
に
対
し
て
、
月
16
時
間

を
上
限
に
時
間
単
位
で
柔
軟
に
安
心
し
て
利

用
で
き
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を

進
め
ま
す
。

▼
市
内
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
保
育
料
完
全

無
償
化
、
給
食
費
の
無
償
化　
３
６
９
６
万
円

　

第
１
子
の
保
育
料
を
無
償
化
し
、
保
育
料

の
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
さ
ら

に
、公
立
こ
ど
も
園
の
給
食
費
を
無
償
化
し
、

私
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
も
給
食

費
無
償
化
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

誰もが居場所や役割を持ち、
健幸で心豊かな
暮らしを実感できる

ありたいまちの姿 4

▼
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

【
地
域
情
報
共
有
掲
示
板
た
め
ま
っ
ぷ
あ
さ
ご
】

　

                                 　
　

１
５
４
万
円

　

障
害
の
有
無
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
市
民
の

幅
広
い
交
流
と
地
域
参
加
を
促
す
た
め
、
Ｗ

ｅ
ｂ
版
地
域
情
報
共
有
掲
示
板
「
た
め
ま
っ

ぷ
あ
さ
ご
」
を
運
用
し
、
身
近
な
地
域
行
事

な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。
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▼
生
野
駅
東
口
待
合
室
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
０
万
円

　

公
共
交
通
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
高
校

生
な
ど
の
若
い
世
代
に
親
し
ま
れ
る
居
場
所

を
つ
く
る
た
め
、
地
域
住
民
、
生
野
中
学
生

や
生
野
高
校
生
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、

Ｊ
Ｒ
生
野
駅
東
口
待
合
室
複
合
交
流
セ
ン

タ
ー
「
い
く
イ
エ
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
５
７
万
円

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

て
、「
朝
来
市
エ
コ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
2
0
2
6
」
と
し
て
、
電
気
自

動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

お
よ
び
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の
購
入
に
係

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
向
上
さ
せ
る
断
熱
化
な

ど
の
改
修
工
事
お
よ
び
、
太
陽
光
発
電
設
備

な
ど
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

▼
路
線
バ
ス
等
生
活
交
通
利
用
促
進
事
業

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
】８

２
９
万
円

　

公
共
交
通
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
公
共

交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
市
内
を
運

行
す
る
路
線
バ
ス
お
よ
び
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

交
通
「
あ
さ
Ｇ
Ｏ
」
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

市民の暮らしを支える
安全・安心な都市基盤を
持続する

ありたいまちの姿 5

ありたいまちの姿

まちの動きや情報を
戦略的につなぎ、
効率的で健全な
行財政運営を実現する

6

▼
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

６
２
３
１
万
円

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
社
会
体
育
施
設
な

ど
の
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
既
存
の
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
対
応
し
、
操

作
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
予
約
シ

ス
テ
ム
に
更
新
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
の
効
率
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
図
る
た
め
、 

新
た
に
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新

と
あ
わ
せ
て
「
電
子
決
裁
」
を
仕
組
み
の
基

本
に
据
え
る
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
で
透
明
性

の
高
い
執
行
体
制
を
築
き
上
げ
ま
す
。
併
せ

て
、
例
規
シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
充
や
生
成
Ａ

Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

ま
す
。

▼
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

【
第
５
次
朝
来
市
行
財
政
改
革
大
綱
策
定
・

公
共
施
設
再
配
置
計
画
改
訂
】　

８
５
５
万
円

　
「
第
３
次
朝
来
市
総
合
計
画
」
で
掲
げ
る
将

来
像
「
人
と
人
が
つ
な
が
り　

幸
せ
が
循
環

す
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、「
第
５

次
朝
来
市
行
財
政
改
革
大
綱
」（
計
画
期
間:

令
和
９
年
～
令
和
13
年
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
の
実
現
に

向
け
た
、
公
共
施
設
の
総
量
削
減
、
有
効
活
用

な
ど
の
指
針
と
な
る「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」

に
つ
い
て
、
計
画
期
間
の
折
り
返
し
地
点
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
中
間
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

▼
庁
舎
整
備
事
業

【
生
野
庁
舎
等
】　　
　

８
億
８
５
３
７
万
円

　
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
交
流
が
芽
生
え
る
公

共
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
新
生
野
庁
舎
内
に

図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
子
育
て

学
習
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
「
行
政
・
学
び
・
交
流
」
の
ハ

ブ
と
な
る
施
設
の
整
備
を
推
し
進
め
ま
す
。
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▶歳出
　人件費は、常勤の一般職の給料および会計年度任用職員報
酬の増などにより、前年度と比較して 3.5％の増となりました。
　物件費は、あさご元気応援券配布事業、小学校教育振興事
業の減などにより、前年度と比較して 7.5％の減となりました。
　扶助費は、児童手当給付事業、定額減税不足額給付事業
の減などにより、前年度と比較して 2.0％の減となりました。
　補助費等は、下水道事業会計繰出金、南但広域行政事務
組合企画振興費負担金の減などにより、前年度と比較して
3.7％の減となりました。
　公債費は、繰上償還の実施などによる影響のほか、合併
特例事業債の一部の償還が終了したことなどにより、前年度
と比較して 7.5％の減となりました。
　普通建設事業費は、補助事業では天然記念物保護活用事
業の減、単独事業では、文化会館施設等整備事業の減など
により、前年度と比較して 19.6％の減となりました。
　繰出金は、後期高齢者医療特別会計繰出金の増などによ
り、前年度と比較して 0.9％の増となりました。
　貸付金は、公立豊岡病院組合貸付金の増により、前年度
と比較して 2,727.8％の増となりました。

▶歳入
　市税のうち、個人市民税、法人市民税および固定資産税
の増などを見込んだ結果、市税総額としては前年度と比較
して 2.5％増の 42 億 1,682 万円を計上しています。
　地方交付税のうち、普通交付税は、市税の増など基準財政
収入額の増と公債費の減など基準財政需要額の減を考慮し、
前年度と比較して 5.9％減の 63 億 5,000 万円を、特別交付
税は、近年の実績を考慮し 11 億円を見込んだ結果、地方交
付税総額では 5.1％減の 74 億 5,000 万円を計上しています。
　市債は、社会教育施設整備事業債及び市営住宅等整備事
業債の減などを見込み、前年度と比較して 39.9％減の 16
億 3,410 万円を計上しています。

市民一人当たりの支出　849,608 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　     ※一般会計

福祉の充実 230,004 円 道路・都市計画 59,342 円
行政の運営 183,642 円 農林業の振興 39,940 円
医療・ごみ処理 121,530 円 商工観光の振興 30,932 円
教育・文化スポーツ 81,323 円 消防 30,726 円
借金返済 70,784 円 その他 1,385 円

※市民一人当たりは、１月末現在の人口 27,189 人で算出しています。

令和８年度予算の概要

■

231億円
歳出

人件費（17.6%）
40億6,342万円

扶助費（13.2%）
30億4,522万円

公債費（8.3%）
19億2,454万円

投資的経費（13.1%）
30億3,014万円

補助費等（19.2%）
44億2,524万円

物件費（16.2%）
37億4,734万円

維持補修費（0.2%）
4,386万円

繰出金（6.6%）
15億1,487万円

その他（5.6%）
13億546万円

義務的経費（39.1%）
投資的経費（13.1%）
その他経費（47.8％)

■
■

231億円
歳入

市税（18.2%）
42億1,682万円

繰入金、繰越金（12.8%）
29億5,738万円

分担金及び負担金、
使用料及び手数料（3.2%）
７億3,831万円

その他（4.4%）
10億157万円

地方交付税（32.2%）
74億5,000万円

市債（7.1%）
16億3,410万円

国庫支出金（9.0%）
20億7,254万円

県支出金（7.1%）
16億4,688万円

その他（6.0%）
13億8,240万円

自主財源（38.6%）
依存財源（61.4%）■

■

▶市債現在高
令和 7 年度末残高見込額 131 億 9,959 万円

令和 8 年度市債発行予定額 16 億 3,410 万円

令和 8 年度元金償還見込額 18 億 2,429 万円

令和 8 年度末残高見込額 130 億 940 万円

市民１人当たり 478,480 円

▶会計別内訳
一般会計 231 億

特別会計など 107 億 9,302 万円

国民健康保険 33 億 3,800 万円

宅地開発事業 1,050 万円

休日診療所 1,630 万円

介護保険 39 億 3,000 万円

後期高齢者医療 6 億 4,900 万円

財産区 250 万円

（企）水道事業 11 億 2,679 万円

（企）工業用水道事業 1,707 万円

（企）下水道事業 17 億 286 万円

合計 338 億 9,302 万円

▶基金の状況
財政調整基金 32 億 3,704 万円

減債基金 964 万円

その他特定目的基金 49 億 5,044 万円

合計 81 億 9,712 万円

市民１人当たり 301,487 円
※一般会計・令和8年度末残高見込み

※一般会計・令和８年度末残高見込み
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和
田
山
特
別
支
援
学
校
か
ら
寄
付　

３
月
11
日
㊌
、
兵
庫
県
立
和
田
山
特
別
支
援
学
校

３
年
生
の
川か

わ
み見 

佑ゆ
う
か佳
さ
ん
、
川か

わ
み見 

莉り

こ子
さ
ん
、
世せ

き木 

一い
っ
ぺ
い
平
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
藤
岡
市
長
に
寄
付
金
を

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
地
域
の
魅
力
発
信
を

目
的
に
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
用
し
て
朝
来
市
公
式

マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ゃ
す
り
ん
」
の
立
体
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
製
作
。
製
作
し
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
で
販
売
し
、
そ
の
売
上
金
の一部
を
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
を
手
渡
し
た
同
校
３
年
生
の
川

見 

佑
佳
さ
ん
は
「
朝
来
市
を
元
気
に
す
る
た
め
に
使
っ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　

今
年
、
活
動
20
周
年
と
な
る
「
お
は
な
し
の
会 

み
み
う
さ
ぎ
」
が
兵
庫
県
く
す
の
き
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
同
団
体
は
、
近
隣
の
小
学
校
・
こ
ど
も
園

で
月
１
回
、
朝
の
お
は
な
し
の
会
を
実
施
さ
れ
て
お

り
、
絵
本
や
紙
芝
居
、
影
絵
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の

語
彙
力
や
想
像
力
を
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
施
設
で
も
月
１
回
、
紙
芝
居
や
歌
な
ど
の
お
は

な
し
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
す
る
「
ふ
れ
あ
い
講
師
派
遣
事
業
」
で
高
齢
者

つ
ど
い
の
場
に
も
出
演
さ
れ
る
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
３
月
18
日
㊌
、
市
の
名
声
を
高
め
、
市

民
に
勇
気
や
感
動
を
与
え
た
と
し
て
、「
朝
来
市

ま
ち
づ
く
り
功
績
者
表
彰
（
特
別
功
績
者
表
彰
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
・
け
や
き
賞
・
さ
く
ら
賞
）」
を
贈

り
ま
し
た
。

【
特
別
功
績
者
賞
】

◎
平ひ

ら
や
ま山　
将し

ょ
う
た大
さ
ん

　
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｕ 

Ｓ
Ｋ
Ｉ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
）

　
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
カ
ッ
プ
２
０
２
６ 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ル
バ
レ
ー
大
会 

　
男
子
モ
ー
グ
ル　
第
３
位

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
衣き

ぬ
が
わ川　
勇ゆ

う
た太
さ
ん
（
創
価
大
学
１
年
生
）

　

秩
父
宮
賜
杯
第
57
回 

全
日
本
大
学
駅
伝
対

　

校
選
手
権
大
会　

５
区
出
走(

12
・
４
㎞) 

　
区
間
６
位(

36
分
42
秒) 

総
合
７
位

◎
南な

ん
こ
う光　

彩あ
や
な那

さ
ん（
倉
敷
高
等
学
校
３
年
生
）

　
女
子
第
37
回 

全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　

２
区
出
走(

４・
０
９
７
５
㎞) 

区
間
39
位

　

(

13
分
58
秒) 

総
合
６
位

【
け
や
き
賞
】

◎
神か

ん
ば
し橋　
豊ゆ

た
か
さ
ん

　
山
口
小
学
校
・
こ
ど
も
園
の
登
校
・
登
園
時

　
見
守
り
活
動
や
、
薬
物
乱
用
防
止
や
防
犯
パ

　
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

　
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
衣き

ぬ
が
わ川　
勝か

つ
の
ぶ信
さ
ん

　
東
河
小
学
校
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動
を
通

　
じ
、
交
通
安
全
、
防
犯
活
動
に
貢
献
さ
れ
て

　
い
ま
す
。

２列目左・２番目から、衣
きぬがわ

川 道
み ち こ

子さん（衣
きぬがわ

川 勇
ゆ う た

太さんの代理で出
席）、神

かんばし

橋 豊
ゆたか

さん ／ 前列左から、衣
きぬがわ

川 勝
かつのぶ

信さん、松
まつおか

岡 壽
と し お

雄さん、平
ひらやま

山 
賢
けんいち

一さん（平
ひらやま

山 将
しょうた

大さんの代理で出席）、鷠
うぐ

森
もり

 伸
しんいち

一さん・丸
ま る み

美さん

朝
来
市
ま
ち
づ
く
り
功
績
者
表
彰

※
学
年
は
表
彰
贈
呈
時

◎
松ま

つ
お
か岡　
壽と

し
お雄
さ
ん

　
梁
瀬
小
学
校
の
登
校
時
見
守
り
活
動
を
行
わ

　
れ
、
自
宅
を
緊
急
時
の
避
難
場
所
と
し
て
提

　
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ

　
れ
て
い
ま
す
。

【
さ
く
ら
賞
】

◎
鷠う

ぐ
も
り森　

伸し
ん
い
ち一

さ
ん
・
丸ま

る
み美

さ
ん

　
夫
婦
で
「
朝
来
大
介
・
花
子
」
の
芸
名
で
防

　

犯
教
室
の
講
師
と
し
て
活
動
し
、
特
殊
詐
欺

　
の
被
害
防
止
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
中
で
児
童
の
見
守
り
を
行
う
と
と
も

　
に
、
自
宅
を
緊
急
時
の
避
難
場
所
と
し
て
提

　
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
安
全
確
保
に
も
尽
力

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

左から、藤
ふじもと

本 佳
よ し こ

子さん（栃原）、岡
お か だ

田 史
ふ み こ

子さん
（生野町２区）、青

あ お た

田 久
く み こ

美子さん（生野町３区）
左から、川

か わ み

見 佑
ゆ う か

佳さん（秋葉台２区）、川
か わ み

見 莉
り こ

子
さん（土田）、世

せ き

木 一
いっぺい

平さん（弥生が丘１区）

兵
庫
県
自
治
賞
（
女
性
・
消
費
生
活
功
労
）

　
小
田
さ
ん
は
、
永
年
た
じ
ま
女
性
会
の
役
員
と
し
て
組
織
の

発
展
に
尽
力
し
な
が
ら
、
次
世
代
への
食
農
教
育
を
率
先
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
健
康
体
操

教
室
で
は
老
人
施
設
を
訪
問
し
、
体
操
な
ど
で
利
用
者
に
楽
し

い
時
間
を
提
供
す
る
な
ど
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
お だ

田 彰
あ き こ

子さん
（和賀）
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▶問い合わせ先
　総務課（職員係）
　☎ 672-6115

▼
理
事
（
政
策
・
予
算
担
当
）

〇
澤
田　
学（
理
事
兼
企
画
総
務
部
長（
公
共
施
設
政
策
担
当
））

▼
部
長

〇
笠
垣　
和
幸（
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）

▼
次
長
兼
総
合
政
策
課
長

〇
和
田　
幸
司
（
総
合
政
策
課
長
）

【
秘
書
広
報
課
】

▼
秘
書
係
長

〇
大
林　
厚
之（
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
上
席
主
査
）

【
総
合
政
策
課
】

▼
副
課
長

〇
松
本　
健
作（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
副
課
長
）

▼
政
策
係
長

〇
小
山　
亮
介
（
上
席
主
査
）

【
財
務
課
】

▼
課
長

〇
佐
野　
成
久
（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

〇
太
田　
晋
平（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）

▼
部
長

〇
世
木　
敬
史
（
企
画
総
務
部
次
長
（
総
合
政
策

　
兼
デ
ジ
タ
ル
戦
略
担
当
））

【
防
災
安
全
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
防
災
安
全
係
長

〇
尾
花　
優
一
（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査
課
地
籍

　
調
査
事
業
係
長
）

▼
次
長
兼
市
民
協
働
課
長

〇
足
立　
高
光（
市
民
協
働
課
長
兼
和
田
山
地
域
振
興
課
長
）

 

企
画
総
務
部

　
協
働
部
生
涯
学
習
課
山
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長

〇
山
本　
喜
裕
（
市
民
生
活
部
次
長
兼
人
権
推
進

　
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

〇
則
定　
澄
美
（
朝
来
支
所
課
長
補
佐
）

▼
支
所
長
（
部
長
級
）

〇
荒
川　
龍
彦
（
朝
来
支
所
長
）

▼
次
長
兼
課
長
（
地
域
協
働
担
当
）
兼
ま
ち
づ
く

　
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
朝
来
生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
長

〇
松
島　
豊
（
課
長
（
地
域
協
働
担
当
）
兼
ま
ち

　
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
朝
来
生
涯
学
習
セ

　
ン
タ
―
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長

〇
安
田　
洋
恵
（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

〇
羽
渕　
慎
也（
危
機
管
理
部
防
災
安
全
課
長
補
佐
）

【
市
民
課
】

▼
課
長

〇
佐
野　
あ
や
子
（
会
計
課
長
）

▼
課
長
補
佐

〇
梶
本　
陽
介（
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課
長
補
佐
）

▼
国
保
医
療
年
金
係
長

〇
橋
本　
大
地（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査
課
上
席
主
査
）

【
税
務
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
市
民
税
係
長

〇
土
江　
彩
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

　
学
事
係
長
）

【
人
権
推
進
課
】

▼
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長（
多
文
化
共
生
推
進
担
当
）

 

朝
来
支
所

 

市
民
生
活
部

 

危
機
管
理
部

 

こ
ど
も
み
ら
い
部

【
和
田
山
地
域
振
興
課
】

▼
参
事
兼
和
田
山
地
域
振
興
係
長

〇
柏
村　
寿
夫（
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課
副
課
長
）

【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
補
佐
（
和
田
山
図
書
館
担
当
）

〇
和
田　
奈
穂
子
（
課
長
補
佐
（
あ
さ
ご
森
の
図

　
書
館
担
当
））

▼
図
書
館
係
長
（
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
担
当
）

〇
谷
口　
琢
三
（
上
席
主
査
）

【
芸
術
文
化
課
】

▼
課
長
兼
文
化
会
館
長

〇
足
立　
尚
幸
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
美
術
館
管
理
係
長

〇
小
原
　
嘉
文
（
美
術
館
管
理
係
長
）

▼
支
所
長

〇
夜
久　
隆
亮
（
課
長
（
地
域
協
働
担
当
）
兼
ま

　
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
生
野
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
―
長
兼
生
野
書
院
副
館
長
）

▼
課
長
（
地
域
協
働
担
当
）
兼
ま
ち
づ
く
り
協
働

　

部
生
涯
学
習
課
生
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
長
兼

　
生
野
書
院
副
館
長
）

〇
松
原　
美
紀
（
副
課
長
）

▼
副
課
長
兼
市
民
福
祉
係
長

〇
竹
村　
博
文
（
朝
来
支
所
副
課
長
）

▼
地
域
振
興
係
長

〇
夜
久　
大
輔
（
上
席
主
査
）

▼
支
所
長

〇
小
田
垣　
貢　
（
産
業
振
興
部
長
）

▼
次
長
兼
課
長
（
地
域
協
働
担
当
）
兼
ま
ち
づ
く
り

 

ま
ち
づ
く
り
協
働
部

 

生
野
支
所

 

山
東
支
所

〇
中
島　
敏
和
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
芸
術
文
化

　
課
長
兼
文
化
会
館
長
）

▼
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

〇
大
石　
哲
也（
企
画
総
務
部
次
長
兼
財
務
課
長
）

▼
次
長
兼
健
幸
づ
く
り
推
進
課
長

〇
垣
尾　
香
織
（
課
長
）

【
社
会
福
祉
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
障
害
福
祉
係
長

〇
藤
本　
真
由
美（
企
画
総
務
部
財
務
課
長
補
佐
）

【
高
年
福
祉
課
】

▼
課
長

〇
岡
口　
徹
也
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

　
課
副
課
長
）

【
健
幸
づ
く
り
推
進
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
保
健
医
療
政
策
係
長

〇
岡
田　
美
由
紀
（
企
画
総
務
部
総
務
課
長
補
佐

　
（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

【
こ
ど
も
園
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
園
施
設
係
長

〇
中
屋　
晃
子
（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
補
佐
兼

　
環
境
推
進
室
長
補
佐
）

《
竹
田
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

〇
磯　
ひ
と
み
（
副
園
長
）

▼
副
園
長

〇
谷
口　
由
美
（
山
口
こ
ど
も
園
副
園
長
）

《
糸
井
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

〇
佐
藤　
典
子
（
大
蔵
こ
ど
も
園
長
）

《
大
蔵
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

〇
野
田　
幸
代
（
東
河
こ
ど
も
園
長
）

《
東
河
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

〇
衣
川　
三
奈
子
（
東
河
こ
ど
も
園
副
園
長
）

▼
副
園
長

〇
大
西　
香
奈（
大
蔵
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教
諭
）

 

健
康
福
祉
部

～
組
織
の
結
束
で
、
多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
～

つ
な
が
り
を
力
に
　
未
来
へ
挑
戦

市職員人事異動
　

市
は
、「
人
と
人
が
つ
な
が
り
幸
せ
が
循
環
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
施
政
方
針
で
示
し
た
4
つ
の
重
点
政
策
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
異
動
総
数
は
１
5
8
人
（
令
和
7
年
度
は
１
４
３
人
）。
部
署
の
枠
を
超
え
た
横
断
的

な
支
援
、
お
よ
び
職
員
同
士
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
原
動
力
と
す
る
た
め
、
各
部
局
が
連
携
し
、
一
丸
と
な
っ

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
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〇
赤
花　
有
美
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
事
）

〇
梶
原　
菜
々
子（
企
画
総
務
部
総
務
課
主
事（
兵

　
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
））

〇
佐
藤　
直
美
（
こ
ど
も
み
ら
い
部
子
育
て
支
援

　
課
上
席
主
査
）

〇
清
水　
光（
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
主
幹（
再

　
任
用
））

〇
岸
本　

弥
生
（
こ
ど
も
み
ら
い
部
こ
ど
も
園
課

　
主
査
（
再
任
用
））

〇
金
山　
克
則
（
山
東
支
所
主
幹
（
再
任
用
））

〇
吉
田　
太
一
（
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
ク　

　
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
係
長
）

※
令
和
８
年
度
は
、
定
年
前
再
任
用
と
し
て
勤
務

〇
京
住　
真
志
（
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
長
）

《
山
口
こ
ど
も
園
》

▼
園
長
（
こ
ど
も
園
課
参
事
）

〇
勝
部　
祐
子
（
竹
田
こ
ど
も
園
長
）

▼
課
長
補
佐
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
担
当
）

〇
上
田　
千
秋
（
こ
ど
も
園
課
長
補
佐
）

▼
部
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

〇
平
松　
裕
一
郎
（
産
業
振
興
部
次
長
兼
農
林
振   

　
興
課
長
（
夜
久
野
高
原
開
発
担
当
兼
務
）
兼
農

　
業
委
員
会
事
務
局
長

▼
次
長
兼
経
済
振
興
課
長
兼
ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
係
長

〇
奥　
淳
一
（
経
済
振
興
課
長
）

【
農
林
振
興
課
】

▼
課
長
（
夜
久
野
高
原
開
発
担
当
兼
務
）

〇
衣
川　
太
郎
（
副
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

〇
田
路　
幸
伸（
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
長
補
佐
）

▼
農
村
整
備
係
長

〇
椿
野　
裕
記
（
上
席
主
査
）

【
観
光
交
流
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
戦
略
係
長

〇
高
階　
進
吾
（
経
済
振
興
課
長
補
佐
）

▼
事
務
局
次
長
兼
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
農
地

　
農
政
係
長

〇
田
路　
義
明
（
山
東
支
所
長
）

【
建
設
課
】

▼
課
長

〇
小
西　
秀
隆
（
山
東
支
所
課
長
（
地
域
協
働
担

　
当
）
兼
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
山
東

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長

〇
安
積　
一
典
（
工
務
係
長
）

【
都
市
政
策
課
】

▼
課
長

〇
足
立　
孝
年
（
兵
庫
県
か
ら
の
人
事
交
流
）

▼
課
長
補
佐
兼
都
市
管
理
係
長

〇
中
島　
加
奈
子（
市
民
生
活
部
人
権
推
進
課
長
補
佐
）

 

産
業
振
興
部

【
地
籍
調
査
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
事
業
係
長

〇
藤
原　
知
明
（
課
長
補
佐
）

【
上
下
水
道
課
】

▼
部
長

〇
野
中　
昭
義（
都
市
整
備
部
次
長
兼
建
設
課
長
）

▼
副
課
長
兼
上
水
道
係
長

〇
奥　
聡
（
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
副
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長

〇
井
上　
雅
徳
（
下
水
道
係
長
）

【
会
計
課
】

▼
課
長
兼
出
納
係
長

〇
小
谷　
英
美
子
（
参
事
）

▼
事
務
局
長

〇
榧
谷　
進
一
（
事
務
局
次
長
）

▼
副
事
務
局
長

〇
藤
原　
栄
治（
企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課
副
課
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
員
会
書
記

〇
宮
元　
広
司
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
補
佐
兼
監
査
係
長
兼
固
定

　
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

〇
竹
村　
真
一
（
監
査
係
長
兼
固
定
資
産
評
価
審

　
査
委
員
会
書
記
）

▼
部
長

〇
佐
野　
正
彦
（
上
下
水
道
部
長
）

【
学
校
教
育
課
】

▼
副
課
長
兼
教
育
総
務
係
長

〇
足
立　
正
（
市
民
生
活
部
税
務
課
副
課
長
）

▼
副
課
長
兼
学
事
係
長

〇
清
水　
裕
貴
（
副
課
長
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

▼
所
長
補
佐
兼
学
校
給
食
庶
務
係
長

〇
長
野　
大
輔
（
健
康
福
祉
部
健
幸
づ
く
り
推
進

 

都
市
整
備
部

 

上
下
水
道
部

 

出
納

 
議
会
事
務
局

 

行
政
委
員
会
事
務
局

 

教
育
委
員
会
事
務
局

　
課
保
健
医
療
政
策
係
長
）

《
課
長
補
佐
級
》

▼
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合

〇
森
本　

礼
子
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
和
田
山
地
域

　
振
興
課
和
田
山
地
域
振
興
係
長
）

▼
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合

〇
福
島　
克
史
（
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
）

《
主
幹
級
・
副
園
長
級
》

▼
生
野
支
所
主
幹

〇
桐
山　
俊
行
（
生
野
支
所
長
）

▼
市
民
生
活
部
市
民
課
主
幹

〇
竹
村　
万
美
子
（
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
固
定

　
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹

〇
椿
野　
貢
（
危
機
管
理
部
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
主
幹
（
部
活

　
動
地
域
展
開
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

〇
田
中　
勉
（
教
育
部
長
）

▼
山
口
こ
ど
も
園
副
園
長

〇
大
友　
純
子（
糸
井
こ
ど
も
園
長（
こ
ど
も
園
課
参
事
））

《
主
幹
級
》

▼
生
野
支
所
主
幹

〇
竹
村　
洋
二（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
幹
）

▼
山
東
支
所
主
幹

〇
藤
原　
直
樹
（
会
計
課
主
幹
）

▼
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
主
幹

〇
掃
部　
直
樹（
こ
ど
も
み
ら
い
部
こ
ど
も
園
課
主
幹
）

〇
清
水　
洋
子（
山
口
こ
ど
も
園
長（
こ
ど
も
園
課
参
事
））

〇
藤
原　
雅
人（
企
画
総
務
部
総
務
課
付
課
長（
兵

　
庫
県
農
業
共
済
組
合
派
遣
））

〇
大
石　
聡
子
（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
長
）

〇
田
上　
浩
二
（
生
野
支
所
副
課
長
）

〇
中
屋　
昌
章（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

〇
川
口　
浩
樹（
危
機
管
理
部
防
災
安
全
課
主
任
）

〇
福
富　
裕
貴（
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
主
事
）

 

派
遣

 

役
職
定
年

 
退
職

 

暫
定
再
任
用

 

兵
庫
県
へ
帰
任

 

農
業
委
員
会
事
務
局

※
掲
載
内
容
は
、
係
長
級
（
こ
ど
も
園
は
副

　
園
長
）
以
上
の
職
員
（
退
職
者
以
外
）
の

　

み
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、（　
）
内
の

　
前
職
表
記
は
、
所
属
に
異
動
が
あ
っ
た
職

　
員
の
係
長
以
下
の
兼
務
辞
令
は
省
略
し
て

　
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、新
規
採
用
職
員
は
、

　
広
報
朝
来
５
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。
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マイナンバーカード
休日・時間外窓口（予約制）

▶救急・火災件数（２月中）
　救急・救助    157 件
　火災　　　　　２件

▶交通事故（２月中）
　人身事故　　　５件
　死者　　　　　０人
　負傷者　　　　６人

　カードの交付・更新・申請受付を
行います。開庁時間にお越しになれ
ない人は、ぜひご利用ください。
▶日時（休日）
　４月 12 日㊐、５月 10 日㊐
　８時 30 分～ 12 時
▶日時（時間外）
　４月 17 日㊎、５月 15 日㊎
　17 時 30 分～ 19 時
※開設日前の水曜日までに予約をお
　願いします。すべて予約が必要に
　なります。
※交付の人は、本人確認書類と通知
　カード（お持ちの場合）を持参し
　てください。
▶場所・問い合わせ先
　市役所本庁舎１階
　市民課　☎ 672-6120

納付は便利な口座振替で
今月の税金など

介護保険料　　　　　　   第１期

人のうごき

人　口 前月比
総人口 27,154 人 －35

男　性 13,079 人 －21

女　性 14,075 人 －14

世帯数 12,140 世帯 ＋7

自然増減 社会増減
出生： 15 転入：56

死亡：38 転出： 68

R8.2.28 現在（前月比）

　市は、国籍や民族を問わず、すべての市
民が互いの文化や多様な価値観を認め合い
ながら、共に地域で安心して暮らせる多文
化共生社会のまちづくりを推進するため朝来
市多文化共生推進基本方針を策定します。
　その策定に市民の皆さんの意見や提案を
反映させるため、懇話会の委員を募集します。
▶募集人数　２人（公募委員）
▶委員の任期
　委嘱の日から令和９年３月 31 日まで
▶会議回数および内容
　任期中４回程度の懇話会に出席いただきま
　す。会議は原則、平日の昼間に開催します。
▶応募資格
〇市内に在住・在勤・通学する満
　18 歳以上の人
〇多文化共生事業に関心がある人
〇市税などを滞納していない人
▶募集期限　４月 20 日㊊まで
▶申込方法
　応募用紙に必要事項を記入し、 「日本
　人・外国人市民が安心して地域で共
　に暮らし続けるには」をテーマとする小
　論文（600 字以上 800 字未満）　
　と一緒に郵送・メール・
　持参いずれかで提出
▶問い合わせ先
　人権推進課
　☎ 672-6122
　jinkensuishin@city.asago.lg.jp

　朝来市青い鳥学級は、視覚に障害の
ある皆さんが、ボランティアの皆さんと共
に、生涯学習を通して、仲間づくりや生
きがいを見つけようとする交流の場です。
　年４回程度の講座を開講して、楽しく学び
ながら、地域や世代を超えた輪を広げましょう。
　また、ボランティアも募集しています。
▶ボランティアの募集
　歩行の介助や受講時のサポートなど
　ボランティア活動にご協力いただける人
▶詳細・申込方法
　下記、問い合わせ先まで連絡してください。
▶問い合わせ先
　生涯学習課
　☎ 672-0188
　sgakusyu@city.asago.lg.jp

朝来市多文化共生推進基本方
針策定懇話会の公募委員募集

青い鳥学級生およびボランティア募集

市営住宅入居者随時募集
　市は、次のとおり市営住宅の入居
者を募集しています。
▶入居物件
〇粟鹿住宅 302 号室
　（山東町早田 304 番地 1）
〇猪野々団地　A-1、A-4、A-5 号室
　（生野町猪野々 124 番地）
〇生野第 1 団地　A-1、B-2 号室
　（生野町真弓 318 番地）
〇生野第 2 団地 １号室
　（生野町真弓 431 番地 1）
　間取り：３DK
▶家賃　14,600 円～ 35,300 円
▶申込方法
　都市政策課または各支所にある申
　込書に必要事項を記入のうえ、添
　付書類を添えて、都市政策課また
　は各支所にて申し込みください。
※申し込みは１世　
　帯１住宅に限り、　
　先着順で受付を
　します。
▶問い合わせ先
　都市政策課
　☎ 672-6127
　toshiseisaku@city.asago.lg.jp

　市は、人生の終盤をよりよく生き
きるための「終活」に関する出前講
座を実施しています。終活セミナー
での講師など、終活の普及啓発に携
わる「終活サポーター」を募集します。
▶募集人数　若干名
▶募集期限　
　４月 30 日㊍まで
▶活動内容　
　終活セミナーの講師
※詳しくは下記問い
　合わせ先まで連絡
　いただくか、市ホ
　ームページをご確
　認ください。
▶問い合わせ先
　朝来市地域包括支援センター
　☎ 672-6125
　kounen@city.asago.lg.jp

入居申込などの
詳細はこちら

詳細はこちら 終活サポーター募集

詳細はこちら
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あさご環境フェスタ 2026
開催・出展者募集

アダプト制度登録者募集
　市は、次のとおりアダプト制度登
録者を通年で募集しています。
　ボランティアで身近な道路など
の公共空間の清掃美化活動を行い、
美しい朝来市づくりに参加しませ
んか。
≪アダプト制度とは≫
　地域住民や地元企業の皆さんが自
　分たちの身近な公園や道路、河川
　などの公共空間の「里親」となり、
　自発的に清掃美化活動を行う制度
　です。
▶対象者
　市内で活動する個人、団体、
　企業
▶活動内容
　管理区域の美化活動
　（ごみ拾い、除草など）
※市は、ボランティア保険の加入や
　ごみ袋などの支給をします。
▶問い合わせ先
　市民課環境推進室
　☎ 672-6120
　kankyou@city.asago.lg.jp

　市は、総合的な環境イベントとし
て「あさご環境フェスタ 2026」を
開催する予定です。
　地球温暖化・生物多様性・資源循
環など環境全般に関する、さまざま
なブースを設け、体験しながら楽し
く学べるイベントにしたいと思いま
す。環境に関するブース出展者（事
業所・団体・個人）を以下のとおり
募集します。ぜひご応募ください。
▶イベント開催日時　
　7 月 26 日㊐　10 時～ 15 時
▶イベント開催場所　
　朝来市役所山東庁舎
　さんとう緑風ホール
▶出展者募集内容
　環境に関するＰＲ（脱炭素、自然
　再生、資源循環、環境学習など）
▶出展者募集数　３枠（先着順）
▶問い合わせ先
　市民課環境推進室
　☎ 672-6120
　kankyou@city.asago.lg.jp

　４月１日から11 月中旬までの期間で、
市内ではシカ・イノシシなどの有害鳥
獣捕獲を実施します。期間中の㊏㊐
㊗は銃による猟も行われます。
　山に入られる場合は、「服装を目
立つ物にする」「銃猟の実施を知ら
せる看板がある場合はそのエリアの
山に入るのを控える」など、十分に
お気をつけください。
　なお、銃猟実施予定表を朝来市ホ
ームページに掲載していますので、ぜ
ひご活用ください。
※天候や地区からの
　駆除の要望により
　変更になる場合も
　あります。
※予定表は順次更新予定です。
▶問い合わせ先
　農林振興課
　☎ 672-2774
　nourin@city.asago.lg.jp

銃による有害鳥獣捕獲活動の
実施予定

　　　 ４月から６月は狂犬病予防注射月間
～犬を適正に飼養しましょう～

▶問い合わせ先　市民課環境推進室　☎ 672-6120　kankyou@city.asago.lg.jp

　室内犬や猟犬であっても、生後 91 日以上経過した全ての犬は、生涯に一度の登録と年に一回狂犬病予防注射を受け
させることが、狂犬病予防法で犬の飼い主に義務付けられています。
　飼い犬の体調の良い日に、できるだけ動物病院で狂犬病予防注射を受けさせてください。市内を巡回して集合注射を
予定していますので、ご利用ください。詳しい場所や時間については、４月の隣保回覧や市ホームページをご覧ください。

〇放し飼いをせず、散歩のときも必ずリードをつけましょう。
〇フンを持ち帰ることは、飼い主の義務です。フンはきちんと拾って必ず持ち帰りましょう。
〇万が一、ペットが迷子になった場合は、兵庫県動物愛護センター但馬支所（079-666-8071）、南但馬警察署（079-
　672-0110）に連絡をお願いします。
〇動物の遺棄や虐待は犯罪です。ペットの健康と安全を確保し、最期まで責任をもって飼いましょう。

変更届

※犬の死亡、飼い主や住所の変更など登録内容に変更がある場合は必ず
　届け出てください。マイクロチップ情報登録とは別に手続きが必要です。

死亡届注射済票

≪巡回実施日≫

4 月 21 日㊋　午前中

4 月 22 日㊌　午前中

5 月 11 日㊊　午前中

5 月 12 日㊋　午前中

近隣に迷惑をかけないよう、マナーを守って飼いましょう。

市ホームページは
こちら
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　市は、経済の活性化と住環境の向
上を目的として、市内の施工業者を
利用して住宅改修を行う人に、工事
に係る経費の一部を補助します。
▶補助対象者
　次の要件をすべて満たしている人
　が対象となります。
○朝来市に住民登録を有する人
○補助を受けようとする住宅改修が、
　市のその他の住宅改修に関する補
　助金を受けていないこと
○市税および市の使用料などの滞納
　をしていないこと
※申請受付期間前および決定通知書
　が届く前に行われた工事は対象外
▶補助対象住宅
○自己が所有し、実際に住んでいる
　市内の住宅
○マンションなどの集合住宅は、個
　人の占有部分のみが対象
○店舗や事務所などとの併用住宅は、
　住居部分のみが対象
▶施工対象業者
○市内に事業所を有する法人
○市内に事業所を有する個人で、住
　民登録されている事業者
▶補助金額
　20 万円以上（※税抜き）の補助
　対象工事にかかった経費の 10 パ
　ーセントを補助します。（上限10万円）
※昨年度から取り扱いを変更してお
　りますのでご注意ください。
▶申請受付開始日
　５月 11 日㊊から
※予算の上限に達し次第、受付終了
▶問い合わせ先
　経済振興課
　☎ 672-2816
　keizai@city.asago.lg.jp

住宅リフォーム助成事業を
実施します　市と養父市は、手話で日常会話を行うの

に必要な単語や手話表現技術を習得し、手
話奉仕員として活動することを目的とした手
話奉仕員養成講座の入門過程を開催します。
▶日時　５月 13 日～１1 月 18 日の㊌
　全 21 回　19 時 30 分～ 21 時
※講座を実施しない㊌があります。詳
　しくは下記まで問い合わせください。
▶場所　
　やぶ市民交流広場 YB ファブ
　（養父市八鹿町八鹿 538-1）
　養父公民館（養父市広谷 250）
　９月 16 日㊌、10 月 28 日㊌、
　11 月４日㊌、11 月 18 日㊌のみ
▶料金　無料
※新テキスト「手話を学ぼう手話で話そう」（実
　技3,300円、講義990円）の購入が必要です。
▶対象
　朝来市または養父市内在住・在勤・在
　学（高校生以上）の人で、手話に関心
　のある人や手話の基礎を学習したい人
▶定員　20 人（定員に達し次第締切）
▶申込期間
　５月１日㊎まで
▶問い合わせ先
　社会福祉課
　☎ 672-6123
　shakaifukushi@city.asago.lg.jp

　
　昨年 5 月に発刊した歴史絵本「たからの
銀山」をYouTube にアップしました。子ど
もも含め幅広い年齢層の皆さんに、明治の
はじめに苦難を乗り越えながら、生野鉱山の
近代化に大きく貢献した人々の
姿を知って頂きたいと思います。
▶問い合わせ先
　生野書院
　☎ 679-4336

手話奉仕員養成講座「基礎課程」

歴史絵本「たからの銀山」を
YouTubeにアップしました

Youtubeは
こちら

　兵庫県は、今年度も次のとおり狩
猟免許試験を実施します。
≪狩猟免許とは≫
　狩猟期間中にシカやイノシシなど
の狩猟鳥獣を捕獲するのに必要な資
格です。
　また、県や市町の許可を受けて実
施する有害鳥獣捕獲にも原則必要で
す。
▶試験日程および場所
※第 1期（第 1回目から第 5回目）
〇第１回　
　6月 28日㊐　養父市
〇第２回　
　7月 4日㊏　洲本市
〇第３回　
　7月 11日㊏　姫路市
〇第４回　
　７月 18日㊏　神戸市
〇第 5回
　7月 20日㊊㊗　西宮市
※第 2回はわな猟のみ実施
※網猟は第 3回と第 4回
※第 2期（6回目～ 9回目）、第 3
　期（10回目）の試験実施日程と
　場所については下記問い合わせ先
　まで連絡してください。
▶申込期間　
　5 月 11 日㊊～ 5月 22日㊎
▶免許の種類
〇網猟（おもに鳥類）
〇わな猟（獣類のみ）
〇第一種銃猟（装薬銃、空気銃）
〇第二種銃猟（空気銃）
▶詳細・申込方法
　下記、問い合わせ先まで連絡して
　ください。
▶問い合わせ先
　兵庫県環境部自然鳥獣共生課
　☎ 078-362-9084

令和８年度狩猟免許試験案内

申し込みは
こちら

このサイズで広告を掲載することができます！

▶問い合わせ先　秘書広報課　☎ 672-6113

／

詳しくはこちら！

＼
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　朝来健康福祉事務所では、正しい
食習慣の定着や、栄養成分表示など
の活用を推進するため、専門栄養相
談を実施します。
▶開催日時　毎月第２㊊
　13 時 30 分～16 時
　（㊗の場合は翌週に順延）
▶場所　朝来健康福祉事務所　
　栄養指導室
▶相談内容
①難病患者などの食生活
②介護が必要な人の食生活
③加工食品の栄養成分表示
　（業者・消費者対象）
④健康食品などの虚偽誇大広告
⑤その他食に関する相談
▶費用　無料
▶申込方法　下記問い合わせ先まで
　電話にて事前に予約
▶問い合わせ先
　但馬県民局朝来健康福祉事務所
　地域保健課
　☎ 672-6867

専門栄養相談の実施
　農業委員会では、農地の売買・貸
借、農地転用、相続、遊休農地の活
用など、農地に関するさまざまなご
相談にお応えする「農地相談会」を
開催します。農業委員と農地利用最
適化推進委員が、皆さまのお悩みや
質問に丁寧にお答えします。
▶開催日時・場所
　５月 25 日㊊　9 時 30 分～11 時 30 分
　本庁西館
　５月 26 日㊋　9 時 30 分～11 時 30 分
　山東生涯学習センター
　５月 28 日㊍　9 時 30 分～11 時 30 分
　生野庁舎西館
　５月28日㊍　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　朝来生涯学習センター
▶費用　無料
▶申込方法　下記問い合わせ先まで
　電話で申し込みください。
▶問い合わせ先
　農業委員会事務局
　☎ 672-2833
　nougyou@city.asago.lg.jp

農地相談会を開催します

　開庁前の準備や閉庁後の事務
処理などの対応を見直すことで、
時間外勤務の縮減や業務効率化・
質の高いサービス提供を行うた
め、令和７年 10 月から市役所本
庁舎（本館・西館）などの窓口
受付時間短縮を試行してきまし
た。
　このたび、試行結果を踏まえ、
令和８年４月１日㊌から同様の内
容で本格実施することといたしま
した。　
　引き続き、ご理解、ご協力をお願
いします。
▶本格実施開始日　
　４月１日㊌
▶開庁時間（窓口受付時間）
　８時 45分～ 16時 45分
▶出入口の開閉時間
　８時 15分開扉
　18時閉扉
▶対象施設
〇市役所本庁舎（本館・西館）
〇各支所
〇ケーブルテレビセンター
〇保健センター
※和田山生涯学習センターや図書館、
　埋蔵文化財センターなどの開庁時
　間に変更はありません。
▶対象業務　
　申請手続や各種相談などのすべて
　の窓口対応業務
▶職員の勤務時間および電話対応時間
　職員の勤務時間および電話の対応
　時間に変更はありません。
▶問い合わせ先
　総務課
　☎ 672-6115
　soumu@city.asago.lg.jp

開庁時間の短縮を４月１日から
本格実施します

日常生活用具を追加しました

※人工呼吸器および電気式たん吸引器を使用している人は、１人につき２台を限度とします。

品目 対象者 金額

ポータブル電源 ( 蓄電池 ) ※ 人工呼吸器または電気式たん吸
引器を使用している身体障害者 100,000 円

人工内耳体外部装置

人工内耳を装用している聴覚
障害者

550,000 円

人工内耳用
電池

空気亜鉛電池 2,500 円

充電地 30,000 円

人工内耳用充電器 18,000 円

人工内耳用マイクロフォンカバー 1,500 円

　在宅で生活している障害や難病のある人の日常生活を支援するため、障害や難病
の状況に応じて、日常生活用具を給付しています。令和８年度から、対象用具を追
加しましたので、お知らせします。

▶問い合わせ先　社会福祉課　☎ 672-6123　shakaifukushi@city.asago.lg.jp

このサイズで広告を掲載することができます！

▶問い合わせ先　秘書広報課　☎ 672-6113

／

詳しくはこちら！

＼
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兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（４月のテーマ）【月曜】こどもの肥満【火曜】口腔機能低下症
【水曜】尾てい骨の痛み【木曜】加齢性難聴（老人性難聴）【金土日】金属アレルギー　※㊗は直前の放送日のテーマを放送します

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　

朝
来
消
防
署　

消
防
係　

☎
０
７
９-

６
７
２-

０
１
１
９

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
運
用
開
始

南
但
消
防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
、
林
野
火
災
の

予
防
を
目
的
と
し
た
「
林
野
火
災
注
意
報
」

「
林
野
火
災
警
報
」の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
大
規
模
な
林
野
火
災
が
、
愛
媛

県
、
岡
山
県
な
ど
全
国
各
地
で
多
発
し
て
い

ま
す
。
特
に
令
和
７
年
２
月 
26 
日
、
岩
手

県
大
船
渡
市
で
発
生
し
た
大
規
模
な
林
野
火

災
は
、
約 

３
３
７
０
ha 

の
範
囲
に
延
焼
拡

大
し
、 

２
２
６ 

棟
の
建
物
が
焼
損
し
ま
し

た
。
ま
た
、
避
難
指
示
は 

１
８
９
６
世
帯 

４
５
９
６ 

人
に
対
し
て
発
令
さ
れ
、
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
火
災
を
踏
ま
え
た
検
討
会
の
報
告
書

で
、
消
防
本
部
は
、
た
き
火
・
火
入
れ
の
把

握
お
よ
び
実
施
者
へ
の
防
火
指
導
に
努
め
、

さ
ら
に
林
野
火
災
の
予
防
上
危
険
な
気
象
状

況
に
な
っ
た
際
に
は
、
注
意
喚
起
な
ど
を
通

じ
た
林
野
火
災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
林
野
火
災

予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防

条
例
を
改
正
し
、 

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

象
条
件
と
な
っ
た
場
合
に
、
養
父
市
・
朝
来

市
の
南
但
地
域
を
対
象
に
「
林
野
火
災
注
意

報
・
林
野
火
災
警
報
」
を
発
令
し
ま
す
。

林野火災注意報

次の①または②のいずれかの条件に該当す
る場合に発令
① 前３日間の合計降水量が１mm 以下かつ
　前 30 日間の合計降水量 30mm 以下
② 前３日間の合計降水量が１mm 以下かつ
　乾燥注意報が発表
※当日に降水や積雪が見込まれる場合は、
　この限りではありません。
林野火災注意報は林野火災警報の前段階に
位置付けられ、 発令された場合「火の使用
の制限」に従うよう努めなければなりません。

林野火災警報

上記、林野火災注意報の発令基準に加え、 
強風注意報 が発令された場合に発令
※林野火災警報が発令された際に「火の使
　用の制限」に違反した場合、30 万円以
　下の罰金または拘留の罰則が課せられます。

「火の使用の制限」とは

① 山林、原野などにおいて火入れをしないこと
② 煙火を消費しないこと。
③ 屋外において火遊びまたはたき火をしないこと
④ 屋外においては、引火性または爆発性
　の物品その他可燃物の付近で喫煙をしな
　いこと
⑤ 山林、原野などの場所で、火災が発生
　するおそれが大であると認めて組合の管
　理者が指定した区域内において喫煙をし
　ないこと
⑥ 残火（たばこの吸殻を含む）、取灰（燃
　え残った灰）または火粉を始末すること

林野火災注意報・警報の
発令基準

① 林野内の可燃物が乾燥した状況
　出火前の 31 日間、 0.5 mm を超える雨が降
　らなかった。さらに出火前の８日間は降水量
　が観測されておらず、火災発生日は乾燥注意
　報が発表されていた。
② 強風注意報が発表中
　火災は、最大瞬間風速が 18.1 m/ s の強風を
　受けたことで、飛び火が多発し広範囲におい
　て極めて激しい燃焼が生じた。

岩手県大船渡市で発生した
大規模な林野火災出火当時の状況

　出火当時の現場は、上記①②の「少ない降水
量」と「強い風」が揃う気象状況であったため
被害が拡大したと考えられています。

このサイズで広告を掲載することができます！

▶問い合わせ先　秘書広報課　☎ 672-6113

／

詳しくはこちら！

＼
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兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（４月のテーマ）【月曜】こどもの肥満【火曜】口腔機能低下症
【水曜】尾てい骨の痛み【木曜】加齢性難聴（老人性難聴）【金土日】金属アレルギー　※㊗は直前の放送日のテーマを放送します

令和８年度
但馬合同婚活イベント開催

　但馬全体の人口減少対策、出会い
の場創出を目的に、但馬３市２町が
共同で合同婚活イベントを開催しま
す。但馬地域への移住定住につなげ
るため、但馬外からの参加も受け付
けます。
※男性は但馬内在住在勤を優先
▶日時　
　５月 16 日㊏
　13 時～ 16 時（予定）
※受付は 12 時 30 分～ 12 時 45 分
▶場所　Alter Ego MATIC
　（豊岡市中央町７－５）
▶料金　2,500 円
▶募集人数　40 人
　（男性：20 人　女性：20 人）
※応募多数の場合は抽選します
▶対象年齢
　20 歳から39 歳までの未婚の男女
▶申込方法
　右記の二次元コー
　ドから申し込みくだ
　さい。
▶申込期限
　５月６日㊌㊗まで
▶問い合わせ先
　市民協働課あさご暮らし応援室
　☎ 672-1492
　teijuu@city.asago.lg.jp

　今回は、～歌の花束をあなたへ～
というテーマを掲げ、平和への祈り
や身近な人への思い、懐かしさなど、
さまざまな想いが込められた歌を集
めました。
　また、コーラス アンダンテ初め
ての試みで、打楽器演奏者をゲスト
にお招きし、合唱とのコラボレー
ションも企画するなど、皆さまに素
敵な『歌の花束』をお届けできます
よう、団員一同心を込めて歌います。
▶日時
　５月 24 日㊐　14 時から
　開場は 13 時 15 分から
▶会場
　和田山ジュピターホール　
　大ホール
▶入場料　500 円（全席自由）
※高校生以下は無料ですが、チケッ
　トが必要
▶購入先　
　和田山ジュピターホール、生野マ
　インホール、各団員
▶問い合わせ先
　コーラスアンダンテ
　代表　掃部　千明
　☎ 090-6976-3257

第９回コーラスアンダンテ
コンサート

ヒメハナ公園 ウツギの館 休館日：㊊　
（㊊が㊗の場合はその翌日）

優駿思い出ヒストリー展
▶出展者　天野　浩次
▶会　期　４月９日㊍～４月 28 日㊋
▶内　容　今年の干支「午」にちなみ、サラブレッド競走馬に関する
　　　　　コレクションを展示します。

※開館：９時～ 17 時　展示の最終日は 15 時終了予定

申し込みはこちら

お悔やみ申し上げます
（敬称略）

掲載対象期間　2/16～3/15届出分

このサイズで広告を掲載することができます！

▶問い合わせ先　秘書広報課　☎ 672-6113

／

詳しくはこちら！
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南但休日診療所（4月・５月診療日）
診療科 診療日時 問い合わせ先

内科・小児科

▶受付時間：８時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　  13 時～ 16 時 南但休日診療所

（和田山町法興寺 378-1）
☎ 672-52694/12㊐、4/19㊐、4/26㊐、５/3㊐、5/10㊐、

5/17㊐、5/24㊐、5/31㊐
※ご連絡のうえ受診してください。電話が集中し、つながりにくい場合があります。
　時間をおいてから、かけ直していただき、状況を確認してから受診してください。

問い合わせ先　健幸づくり推進課　☎ 672-5269　kenkou@city.asago.lg.jp WELLNESSWELLNESS

　

　令和８年３月に健康あさご 21（第３次朝来市
健康増進計画・第４次朝来市食育推進計画）を策
定しました。
　この計画は、市民の一人一人が「自分の健幸は
自分でつくり・守る」という意識を持って、健全
な生活習慣の形成や食生活の実現に取り組んでい
くことにより、健やかで幸せに暮らせるまちづく
りの実現をめざす計画です。

～健康あさご21 策定～
＼今月

の一皿
／
春キャベツと卵の
粒マスタードサラダ

材料（２人分）
●春キャベツ・・・・・・・・200g

●アスパラガス・・・・・・・・３本

●卵・・・・・・・・・・・・２個

☆マヨネーズ・・・・・大さじ1・１/2

☆粒マスタード・・・・・・小さじ１

☆酢・・・・・・・・・・・小さじ１

☆コンソメ（顆粒）・・・・・小さじ１

☆砂糖・・・・・・・・小さじ１/ ２

　４月は気圧の変化や寒暖差、環境の
変化により胃腸が弱りやすく、自律神
経のバランスが乱れやすい時期です。
今月は、胃の働きを助けてくれる、旬
の野菜 “ 春キャベツ ” を使ったレシピ
をご紹介します。

作り方
①キャベツはひと口大に切る
②アスパラガスは根元の硬い部分
　をピーラーでむき、４㎝長さに切る。
③耐熱ボウルに①と②を入れてふんわ
　りとラップをかけ、電子レンジ（６００
　W）で５分加熱する。水気をきり、
　粗熱をとっておく。
④ゆで卵を作り、縦４等分に切る。さら
　に長さを半分に切る。
※フォークで粗くつぶしてもOK。
⑤ボウルに☆を入れて混ぜ合わせ、　
　③と④を加えて和える。

さまざまな食の情報やレシピを
紹介しています！

【１人あたりの栄養価】
エネルギー：173kcal、たんぱく質：7.3g

脂質：11.6g、塩分：1.0g

市公式 LINE・Facebook でもレシピ発信中！

　市は、帯状疱疹の予防接種費用の一部助成事業を継続します。
▶助成期間　令和８年 4 月 1 日～令和９年３月 31 日

▶接種助成対象者
　接種時点で満 50 歳以上で定期接種の対象とならない人
※定期接種対象：65・70・75・80・85・90・95・100 歳の人
　（定期接種対象の人には、４月下旬に案内を送付します。）
▶申し込みなど
　接種を希望する人は、接種を受ける前に健幸づくり推進課に問い合わ
　せください。

帯状疱疹予防接種（任意）費用助成事業を継続します

▶料金
製品名 接種回数 接種料金 市助成額

シングリックス®
（不活化ワクチン） 2回 1回あたり

20,000 ～24,000円程度
各１回 10,000円

（2回とも助成します）

ビケン®
（生ワクチン） 1回 7,000～8,000円程度 １回 3,500円

※接種料金は、医療機関により金額が違います。
※医療機関では、市助成額を引いた金額を支払います。

　令和８年４月１日から高齢者肺炎球菌予防接種に使用
するワクチンが、20 価肺炎球菌ワクチン（プレベナー
20）に変更されます。このワクチンは、より効果が高
く、免疫記憶により長期間免疫が持続するといわれてい
ます。
▶自己負担額　
　2,000 円（これまでと変更ありません）
▶接種助成対象者
①接種日に 65 歳の人（66 歳の誕生日の前日まで）
②接種日に 60 歳から 65 歳未満の人で、心臓、腎臓、
　呼吸器の機能やヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
　に障害のある人（かかりつけ医にご相談ください）
※①の対象の人には、誕生日の翌月に案内を送付します。

　スローガンには健幸づくりについて市民・地域・
市全体が日々取り組み、こんな朝来市を目指した
い、という思いが込められています。
　「具体的に何をしたらいいの？」「どんなことに
気をつけたらいいの？」という内容を、令和８年
５月から１年間かけて紹介していきます。みんな
で取り組み、“ ずっと健幸のまち、あさご ” にし
ていきましょう。
　概要版は、広報５月号と一緒にお配りします。
概要版には素敵なタネが蒔

ま

いてありますので、ぜ
ひ見つけてくださいね！

健幸のタネ、発見！

健康
あさご21

高齢者肺炎球菌予防接種の
ワクチンが変わります

計画のスローガン

個人・地域・社会がつながり

『こころ』も『からだ』も

ずっと健
けんこう

幸のまち　あさご

健康あさご 21 の具体的な
内容は、インターネットで
検索または右記二次元コー
ドからご確認ください！

詳細はこちら
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お気軽にご相談ください。 相談日が祝日・振替休日や年末年始のときは、実施しない場合があります。

相 談 名 日　時 場　所 内　容 担 当 課（電話番号）

一
般
相
談

人権相談

４月９日㊍
13:30 ～ 15:00

和田山生涯学習センター

人権問題に関する相談 人権推進課
☎ 672-6122

山東老人福祉センター
朝来老人福祉保健センター

５月 14 日㊍
13:30 ～ 15:00

生野交流館
和田山生涯学習センター

行政相談 ４月 20 日㊊
10:00 ～ 11:30

生野庁舎西館２階
官公庁の仕事の苦情や意見・要望
または相談

市民課
☎ 672-6120

市役所本庁舎（１階相談室）
山東老人福祉センター
朝来庁舎２階会議室

消費生活相談 ㊊～㊎
9:00 ～ 16:30

朝来市消費生活センター
（市民課内）

悪質商法・多重債務・架空請求
などの相談

朝来市消費生活センター
☎ 672-6121
消費者ホットライン ☎ 188

出張年金相談 6 月 9 日㊋
10:00 ～ 16:00 市役所本庁舎 401 会議室 年金に関する全般的な相談 豊岡年金事務所

☎ 0796（22）0948

こ
こ
ろ
と
身
体

健康相談 ㊊～㊎
8:45 ～ 16:45 朝来市保健センター こころや身体の健康に関する相談 健幸づくり推進課

☎ 672-5269

こころのケア相談

４月 28 日㊋
14:00 ～ 16:00

朝来市保健センター 人間関係の悩みやストレス、
うつ病や認知症など精神疾患を
心配する場合などの相談

健幸づくり推進課
☎ 672-5269５月 13 日㊌

13:30 ～ 16:30
公認心理師に
よる相談

４月 24 日㊎
13:30 ～ 16:00 兵庫県朝来健康福祉事務所 兵庫県朝来健康福祉事務所

☎ 672-0555

子
育
て
相
談

妊娠出産子育て
こども総合相談

㊊～㊎
8:45 ～ 16:45 朝来市保健センター 妊娠や出産、子育てに関するこ

と全般

こども家庭センター
（子育て支援課）
☎ 666-8103

すこやか相談 ４月 22 日㊌
10:00 ～ 11:00 朝来子育て学習センター 身体計測、発育、栄養、歯科、

授乳、子育てなどの相談

家
庭
相
談

ひ
と
り
親

母子・父子相談
（ひとり親家庭の相談）

㊊～㊎
8:45 ～ 16:45 朝来市保健センター 生活上の悩みなど、母子・父子

家庭の自立に向けた相談
ひとり親家庭等
特別相談

４月 23 日㊍
※予約は９日前まで

朝来市保健センター
相談室

弁護士による無料相談
( オンライン相談１回 30 分 )

DV 相談 ㊊～㊎
8:45 ～ 16:45 朝来市保健センター 配偶者からの暴力に関する相談 子育て支援課

☎ 666-8103

女性のなやみ相談

４月 13 日㊊
13:00 ～ 16:00

市役所本庁舎１階相談室
人間関係、夫婦関係、生き方な
ど女性が抱えるさまざまな悩み
の相談

人権推進課
☎ 672-6122５月 11 日㊊

13:00 ～ 16:00

認知症相談 ㊊～㊎
８:45 ～ 16:45

高年福祉課
地域包括支援センター 認知症に関する相談 高年福祉課地域包括支援センター

☎ 672-6125

ひきこもり支援相談

㊊～㊎
8:45 ～ 16:45 社会福祉課

ひきこもりに関する相談

社会福祉課
☎ 672-6123

㊊㊌㊎ 9:00 ～ 12:30
※電話相談は㊊～㊎

9:00 ～ 17:00
居場所いろは 居場所いろは

☎ 080-4978-4566

来所、電話、訪問相談
㊊㊋㊍㊎㊏

11:00 ～ 15:00
（時間外も対応）

居場所どんぐりの家 朝来どんぐりの会
☎ 668-9192

小中学生の相談 ㊊～㊎
9:00 ～ 17:00

朝来市こども教育支援セン
ター & すまいるルーム

対象：小中学生、家族、養育者
学校関係者（学童クラブも含む）
〇生活、人間関係、発達、学習
　などに関する相談
〇不登校や登校しぶりに関する相談

朝来市こども教育支援センター
& すまいるルーム

（学校教育課）
☎ 670-0717

 生活保護相談
 生活困窮者の自立相談

㊊～㊎
8:45 ～ 16:45 社会福祉課 生活保護に関する相談、収入減少

など、生活の不安に関する相談
社会福祉課
☎ 672-6123

仕
事
相
談

あさご元気産業
創生センター

㊊～㊎
8:45 ～ 16:30

あさご元気産業創生センター
（経済振興課内） 仕事に関すること全般 あさご元気産業創生センター

☎ 672-2816

ジョブサポあさご ㊊～㊎
8:45 ～ 16:30

ジョブサポあさご
（経済振興課内） 就職に関すること全般 ジョブサポあさご

☎ 672-2816

若者の就労相談
第２・４㊌

13:00 ～ 17:00
山東生涯学習センター

（山東庁舎内） 若者の就労、自立に向けた相談
労協若者サポート
ステーション豊岡
☎ 0796（34）6333随時（月 1 回程度）朝来生涯学習センター

法
律
相
談

司法書士による
無料法律相談

６月６日㊏
13:00 ～ 16:00

※予約は２日前 17 時まで

養父公民館
（養父市広谷 250 番地）

司法書士による登記・相続・多
重債務などの法律相談

兵庫県司法書士会但馬支部
☎ 0796（23）7817
※㊏㊐㊗は除く

総合法律センター
南たじま相談所

第４㊍
13:00 ～ 15:00 和田山老人福祉センター 弁護士による法律相談

（１回 30 分・相談料 5,500 円）
兵庫県弁護士会
☎ 078（351）1233

土地家屋調査士による
無料相談

５月 16 日㊏
13:30 ～ 16:00

※予約は前日 17 時まで

アイティ７階 豊岡市民プラザ 
市民活動室 B

（豊岡市大手町 4-5）

土地建物登記、
土地境界に関する相談

兵庫県土地家屋調査士会
但馬支部
☎ 0796（42）4734
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４
月
は
入
学
式
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
小
学
校
の
門
を
始
め
て
く

ぐ
っ
た
日
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す

か
？
で
は
、
そ
の
学
び
舎
の
片
隅

に
、
と
あ
る
少
年
の
像
が
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
人
は
ど
の
く
ら
い

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
？

　

薪た
き
ぎ

を
背
負
っ
て
読
書
を
し
な
が

ら
歩
く
少
年
の
名
は
、
二
宮
金

次
郎
と
い
い
ま
す
。
金
次
郎
は

幼
名
で
、
成
長
し
て
か
ら
は
尊

徳
（
た
か
の
り
、
も
し
く
は
そ
ん

と
く
）
と
名
乗
っ
た
実
在
の
人
物

で
す
。
二
宮
尊
徳
は
、
天
明
七
年

（
１
７
８
７
）
相さ

が
み模

国
足あ

し
が
ら
か
み
ぐ
ん

柄
上
郡

（
現
在
の
神
奈
川
県
小
田
原
市
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
に

父
親
を
亡
く
し
、
貧
し
い
暮
ら
し

の
中
で
昼
間
は
勉
学
の
時
間
が
と

れ
ず
、そ
の
た
め
荒
地
で
菜な

た
ね種

（
ア

ブ
ラ
ナ
）
を
栽
培
し
、そ
れ
を
売
っ

た
お
金
で
灯
火
用
の
油
を
買
っ
て

夜
中
に
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
そ

う
し
た
経
験
か
ら
、
後
に
奉
公
先

の
武
家
の
財
政
の
立
て
直
し
に
才

能
を
発
揮
し
、
つ
い
に
は
幕
府
に

ま
で
取
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
弟
子
に
慕
わ
れ
、

安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
に
亡
く

な
る
と
、
そ
の
業
績
を
弟
子
た
ち

が
書
き
残
し
、
広
め
た
こ
と
に
よ
っ

て
今
日
に
ま
で
そ
の
名
が
伝
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

金
次
郎
少
年
が
薪
（
も
し
く
は

柴し
ば

）
を
背
負
っ
て
歩
き
な
が
ら
読

書
を
す
る
、
と
い
う
「
勤
労
少
年
」

を
体
現
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
弟
子
に
よ
る
伝
記
の
な
か
に

あ
る
記
述
で
す
が
、
こ
れ
に
関
し

て
は
信し

ん
ぴ
ょ
う
せ
い

憑
性
が
低
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
時
代
に
入
り
、
金
次
郎
の

彫
刻
作
品
が
作
ら
れ
た
り
児
童
書

の
挿
絵
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
く

う
ち
に
、
金
次
郎
と
い
え
ば
こ
の

姿
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
宮
尊
徳
自
身
は
、
自
分
が
死
ん

第221 回

学び舎の面影　学び舎の面影　
～二宮金次郎像～～二宮金次郎像～

４７人の認知症サポーター・キッズサポーターが誕生しました！

　　　

　「認知症サポーターって？」
　認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、
偏見を持たず、認知症の人や家族を温かい目で見守る「応
援者」です。何か特別なことをする人ではありません。
令和７年度は、和田山郵便局が認知症サポーター養成
講座、山口小学校４年生と生野小学校４年生がキッズ
サポーター養成講座を受講されました。
　「認知症サポーター養成講座」は、地域住民、企業
や団体が対象になっており、認知症の基礎知識、認知
症の人への接し方などを含めた 90 分の講座です。上
の写真は、郵便局員が実際に体験した事例を基に、対
応方法などをグループワークで話し合っている様子で
す。
　「キッズサポーター養成講座」は、小学校高学年を対
象に、子どもたちにも分かりやすいよう小道具を使いつつ、
お芝居などを取り入れた４５分の講座です。
　認知症サポーター養成講座、キッズサポーター養成
講座のご希望がありましたら、下記までお問い合わせ
ください。

認知症サポーター養成講座 キッズサポーター養成講座

和田山郵便局

山口小学校 4 年生 生野小学校４年生

和田山郵便局

▶問い合わせ先　朝来市地域包括支援センター　☎ 672-6125　生野地域包括支援センター　☎ 670-5202
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人権推進課国際交流員
ボコブザ・ローラ

ぱらりらぽん
ボコブザ・ローラの

第 31 話　春といえば第 31 話　春といえば

　「春」と聞いて、皆さんはどんな風景や香りを思い浮
かべますか？日本では「入学式」や「桜」を連想する人
も多いかもしれませんが、国や地域によって、春の過ご
し方はさまざまです。今月は、フランスとチュニジアの
春の習慣をご紹介します。
　フランスでもお花見の文化がありますが、目的は花を見
ることよりも、友人とピクニックを楽しむことです。桜の
木がなくても、公園や緑の多い場所でバゲットやチーズ、
果物を広げ、ゆっくりと会話を楽しむのが定番です。
　一方、北アフリカのチュニジアでは、3 月から 4 月に
かけてオレンジの花が咲く時期に、花びらを摘み取り蒸
留してオレンジフラワーウォーターを作ります。この香
り高い水は、チュニジアの家庭では欠かせないものです。
私の父方の家族がチュニジア出身で、幼いころからク
レープやケーキにこの香りを加えて
楽しんできました。私にとって春と
いえば、今でもこの甘く爽やかなオ
レンジの花の香りがよみがえる季節
です。

　歳を重ねるにつれて、気力、体力が衰えていく事です。
　気が付かないうちに、進行していきます。病気やケガに、
つながるかもしれません。予防するには、バランスのとれた
食事、特に筋肉に必要な、肉、魚、卵、大豆製品、乳製品
を多めに食べましょう。適度な運動を今の生活の中で、少
し多めに取り入れたり、口を大きく開けたり、しっかり閉じ
たりなどの運動、地域での活動、趣味の集まり、ボランティ
ア活動など、人とのかかわり、よく寝るなどがあげられます。
　スポーツ推進委員会では、運動する事をおすすめします。
楽しく運動すると、よく食べ、よく寝れ、よく動けるでしょう。
私たちは、ニュースポーツの紹介、体力測定会、スポーツレ
クリエーション大会、そのほか、いろいろな事業を行ってい
ます。是非参加して、楽しく運動してはいかがでしょうか。

▶問い合わせ先　朝来市スポーツ推進委員会　☎ 672-4932

フレイルとは・・・

スポーツ用品の貸し出しも行っています！

生涯学習課（☎ 672-4932）では、
モルックなどニュースポーツ用品の
貸し出しを行っていますので、
興味のある人はお気軽にご利用ください。

　

▶問い合わせ先　文化財課　☎ 670-7330　ファックス　670-7333　bunkazai@city.asago.lg.jp▶問い合わせ先　文化財課　☎ 670-7330　ファックス　670-7333　bunkazai@city.asago.lg.jp

で
も
墓
も
碑
も
い
ら
な
い
、
松
か

杉
の
木
を
植
え
て
く
れ
た
ら
そ
れ

で
い
い
、
と
言
い
遺
し
た
そ
う
で

す
が
、
昭
和
に
入
る
と
、
全
国
的

な
二
宮
金
次
郎
像
ブ
ー
ム
が
起
き

ま
す
。

　

二
宮
金
次
郎
像
の
多
く
は
学
校

側
が
建
て
た
も
の
で
は
な
く
、
地

元
有
志
や
卒
業
生
な
ど
が
何
か
し

ら
の
記
念
と
し
て
学
校
に
寄
贈
す

る
も
の
で
し
た
。
現
在
よ
く
見
か

け
る
石
像
の
ほ
か
に
金
属
な
ど
で

も
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
金
属
製
の

像
に
関
し
て
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
の
金
属
供
出
に
よ
り
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
姿
を
消
し
ま
す
。
朝
来
市

内
に
お
い
て
、
竹
田
小
学
校
で
は

昭
和
８
年
、
枚
田
小
学
校
で
は
昭

和
１３
年
に
「
二
宮
尊
徳
翁
」
銅

像
が
寄
贈
さ
れ
、
い
ず
れ
も
昭

和
１７
年
１
月
に
金
属
供
出
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
ノ
内
小
学

校
（
昭
和
４８
年
統
合
）
や
大
蔵
小

学
校
、
梁
瀬
小
学
校
で
も
昭
和
１７

年
に
は
供
出
の
記
録
が
あ
る
た
め
、

市
内
各
校
で
同
様
の
動
き
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
二
宮
金
次
郎
像
は
新

し
く
作
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
老
朽
化
や
学
校
の
統

廃
合
に
よ
り
そ
の
数
は
徐
々
に
減
っ

て
い
ま
す
。
糸
井
に
あ
る
和
田
山

郷
土
歴
史
館
の
敷
地
内
に
は
、
か

つ
て
寺
内
小
学
校
（
昭
和
48
年
、

竹
ノ
内
小
学
校
と
と
も
に
糸
井
小

学
校
に
統
合
）
に
あ
っ
た
二
宮
金

次
郎
像
が
そ
の
姿
を
留
め
て
い
ま

す
。
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

春
は
始
ま
り
の
季
節
で
す
。
新

し
い
生
活
を
始
め
ら
れ
た
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
行

き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、

自
ら
の
力
で
道
を
切
り
開
い
た
金

次
郎
少
年
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て

み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

和田山郷土歴史館にある二宮金次郎像

1919 Asago Public Relations April 2026Asago Public Relations April 2026

広報朝来令和8年4月号（HP）.indd   19広報朝来令和8年4月号（HP）.indd   19 2026/04/23   16:21:502026/04/23   16:21:50



災害時における連携協力に関する
協定締結

　市は、３月 13 日㊎、医薬品などを卸売りする株式会社ケ―エス
ケー、株式会社メディセオ、マリヤ医科興業株式会社、宮野医療器
株式会社と「災害時における連携協力に関する協定」を締結しました。
　これは、災害発生時の流通網寸断により救護所などで
の物資の不足に備え、医薬品卸売業者との連携体制を強
化することを目的としたもの。この協定により平常時か
らの連携強化や、医薬品や衛生材料、医療機器などの確
保と提供など災害時の対応能力の向上が見込まれます。
　協定を締結した事業者は「災害時は物資が急激に不足
する場合があるため、医療物資の供給体制を構築し、力
になれるよう協力したい」と話されました。

書道家華汀さんの作品を
和田山ジュピターホールに設置

　市は、２月 21 日㊏、和田山ジュピターホールのリニューア
ルにあわせ、書道家 華

か て い

汀さん（写真前方左から２番目）の
作品を同ホールに展示しました。
　この作品は、令和５年 11 月に開催された全国山城サ
ミット朝来大会のオープニングパフォーマンスで書かれ
たものです。作品は、ジュピターホール改修工事を手が
けた福井・アース特別共同企業体から寄贈された額縁に
収められ、ホール内通路の壁面に設置されています。
　華汀さんは「立派な額縁とともに作品を飾っていただき、大変うれ
しく思います。雲海に浮かぶ力強い竹田城の姿が、朝来市やホール
を訪れる多くの皆さまに伝わることを願っています」と話されました。

左から、マリヤ医科興業株式会社 熊
くまもと

本 謙
けんいち

一さん、株式会社ケーエ
スケー豊岡支店 水

みずもと

本 達
た つ お

男さん、藤岡市長、株式会社メディセオ西
日本支社 井

い い

伊 輝
て る ふ み

副美さん、宮野医療機器株式会社 中
なかむら

村 努
つとむ

さん

令和７年度
朝来市防災講演会

　市は、３月 15 日㊐、和田山ジュピターホールで、令
和７年度朝来市防災講演会を開催しました。
　講師には、朝日放送「おはよう朝日です」でおなじみ
の気象予報士・防災士、正

ま さ き

木  明
あきら

氏が登壇。「起きてか
らではもう遅い！究極の防災とは」をテーマに、気象情
報の見方や、災害時に命を守るための具体的な行動につ
いて、プロの視点から分かりやすく解説されました。
　参加者は、日頃の備えや地域コミュニティでの連携の
重要性に熱心に耳を傾けて、いつ起こるかわからない災
害に対し、一人一人が「自分事」として捉える貴重な機
会となりました。

朝来市少年少女オーケストラ　
第38期生入団

　朝来市少年少女オーケストラは、３月 22 日㊐、第
38 期生入団式および歓迎演奏会を和田山ジュピター
ホールで開催しました。
　入団式では、市から「バイオリンの貸与」と新入団員
による「入団の誓い」が行われ、その後、先輩団員から
歓迎の気持ちを込めた演奏が贈られました。
　式典終了後のオリエンテーションでは、新入団員らが
バイオリンに触れ「お兄さんやお姉さんのように、上手
に演奏できるようになりたい」と意気込みを話していま
した。これから始まる練習の日々を通じて、仲間ととも
に音楽を奏でる喜びを育んでいきます。
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子どもたちの声でまちが動く
梁瀬っ子未来創造会議

　昨年 9 月から、梁瀬小学校と学校運営協議会、地域自治協
議会、市が連携し、「梁瀬っ子未来創造会議」を実施しました。
　この会議では、梁瀬小学校 6 年生の児童が「地域にあっ
たらいいなと思うこと」をテーマに意見を出し、地域の
大人とともに、その実現に向けた話し合いを重ねてきま
した。その中で、子どもたちの声をきっかけに防犯灯設
置に向けた動きが進むほか、子どもから大人まで多くの
世代が集う場やイベントの開催にもつながりました。
　この取り組みにより、子どもたちが自分たちの声でまち
が良くなっていくことを実感する機会となるとともに、地
域における新たな活動を進めるきっかけにもなりました。

春到来！竹田城跡・立雲峡で開山式
　3 月 1 日㊐に竹田城跡、3 月 22 日㊐に立雲峡にて開
山式が行われました。
　竹田城跡山開き式では、「和田山虎臥陣太鼓」の力強
い太鼓の音が響く中、城主に扮

ふん

した藤岡市長が開山宣言
を行い、早朝から訪れた約 70 人の来場者を出迎えました。
　竹田区主催で行われた立雲峡開山式では、安全祈願と
多くの来場者が訪れることを願い神事が行われました。
　千葉県から立雲峡を訪れた向

むこうだ

田 好
よしひと

人さんと弘
ひ ろ こ

子さん
は、「竹田城跡を CM やテレビ番組でよく目にしていた
ので、この目でその姿を見ることができて良かったです」
と話されました。

「与布土みんなの広場」にて宿題を教えて
もらう様子（与布土・写真右）／地域の皆さ
んから昔遊びを教えてもらう様子（梁瀬・
写真左上）／お菓子の寄付を募り、集まっ
たお菓子を選ぶ様子（粟鹿・写真左下）

桜の木を守ろうプロジェクト
「クビアカツヤカミキリ」予防対策講習会
　３月７日㊏、立雲峡で、サクラ、ウメ、モモなどのバラ科樹
木に被害をもたらす害虫の対策を学ぶ講習会が開かれました。
　県内では、本種が樹木を内部から食い荒らし倒木を引
き起こす被害が拡大しています。市内での被害は未確認
ですが、近隣地域へ分布が広がっているため、桜の名所
でもある立雲峡の管理者ら約 50 人が生態や駆除方法を
学び、産卵防止ネットを木に巻く実習を行いました。
　これからの時期は成虫や幼虫が活発化します。樹木の
根元や幹に、幼虫のフンと木くずが混ざった「フラス（写
真左下）」や成虫を発見した場合は、兵庫県または市民
課環境推進室（☎ 672-6120）へ情報をお寄せください。

竹田城跡で開山宣言を行う様子
（写真左上）／開山式の日に立雲
峡を訪れた登山客（写真右下）

　朝来地域自治協議会では、朝来地域の名所・歴史・
文化を活かした観光、交流のまちづくりを目指す方針に
基づき、毎年地域を知っていただくことを目的に、鉱石
の道ウォーキングなどを実施しています。7 年度は、地
域の歴史的遺産を知っていただくため、日本遺産銀の馬
車道鉱石の道を通り、朝来市有形文化財「佐中千年家」
を巡る「自転車えんそく（サイクリング）」を実施しました。
　参加された人たちは、心地よい汗を流しながら、地域
の歴史や魅力を再発見していました。

▶問い合わせ先　朝来地域自治協議会　☎ 666-8113

各自治協議会の活動をご紹介！！

地域の窓地域の窓

朝来地域朝来地域
自治協議会自治協議会

今月は今月は

幼虫のフンと木くずが混ざった「フラス」
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HELLO!

MY SWEETHEART
今年 1 歳～ 3 歳になる子どもたちを紹介します。

写真の応募は
こちらから！

実際のテムズ川でも宝探しが出来るんだって。面白そう！

　小学生のクレムは、『テムズ川宝さがしクラブ』の
メンバーで、川の干潮時に現れる泥の中から出てき
たものを拾って楽しんでいる。ある日、川が荒れ町中
が水浸しになった。クレムが拾ったものと関係あるみ
たいで、持ち主に返さないと川が治まらないらしい。

テムズ川宝さがしクラブ １
カチャ・べーレン／作（徳間書店） ●児童／外国の小説

▶問い合わせ先
　和田山図書館　　　☎ 672-1700　
　あさご森の図書館　☎ 670-4710
　生野支所　　　　　☎ 679-2240

（しおり）

おしらせ

　図書館での保存期間が過ぎた雑誌を、無料でお譲りします。オレンジペ
ージ・趣味の園芸・サライほか、料理やファッション、趣味や健康など多
数のジャンルをご用意しております。
▶あさご　４月 11 日㊏～ 19 日㊐
▶和田山　①５月９日㊏～ 15 日㊎　②５月 16 日㊏～ 22 日㊎
☆貸出カードをお持ちでない人も、どうぞご来館ください！

Instagram公式 HP

すくすく元気に大きくなって
ね！

大平 暖
は る た

大くん（法道寺）小島 佑
ゆ う と

斗くん（生野６区）

お兄ちゃん達に負けないくらい
強く大きくなってね。

日に日にパワフルが増してます！
これからも元気いっぱい、笑顔
でいてね！

北尾 陽
よ う た

太くん（清水町）

部活動地域展開の
詳細はこちら

雑誌リサイクル市

新着の本棚

はじめましてはじめまして 掲載対象期間　2/16～3/15届出分

市ホームぺージでの出生の紹介は
割愛させていただきますので、ご了承下さい。

▶問い合わせ先　学校教育課　☎ 672-4930
gakkoukyoiku@city.asago.lg.jp

　今後、地域で活動しているスポーツ・文化芸
術団体について、中学生などへ周知を行う予定
としております。地域の皆さまやスポーツ・文
化芸術団体関係者の皆さまのお力添えをいただ
きますようよろしくお願いいたします。
　なお、部活動地域展開や
地域クラブについては、以
下の問い合わせ先までご相
談ください。

部活動の地域展開に関する
計画を策定しました

地域とつくる
これからのクラブ活動

中学生の部活動地域展開

令和 10 年８月以降を目途に学校部活動を終了
し、多様なニーズに応じた「スポーツ・文化芸
術活動」を地域に展開します。

基 本 方 針 
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市公式LINEに登録して市公式LINEに登録して
暮らしの情報を受け取ろう！暮らしの情報を受け取ろう！　令和８年度の各種制度について市
ホームページおよび、市公式LINEで案
内していますので、ぜひご活用ください。
　各制度の詳細につきましては、記載
の担当課に問い合わせいただきますよ
うよろしくお願いします。

令和８年度市民の皆さま向け支援制度

市公式 LINE

令和8年度支援制度
（市ホームページ）

今月の！今月の！

私にとってのASAGOiNGな人私にとってのASAGOiNGな人

@simpletoneさんが定期的に行う高齢者施設での
演奏会。今回は、時節に合わせて、鬼のパンツの歌
遊びのほか、豆まきやひな祭りの歌を演奏されまし
た。高齢者の皆さんが気軽に集い、いきいきと暮ら
せる地域を作っていきたいですね。

@simpletone さん

▶問い合わせ先　総合政策課　☎ 672-6110

広報朝来で紹介された写真の投稿者には、
賞品（2,000 円相当）をプレゼントします！

#asagoing をつけて、私にとっての
ASAGOiNG な人を紹介してください！

2929

になると毎年悩まされるのが花粉症。くしゃみや目のかゆ
みといった不調に、春の訪れを素直に喜べない人も多いの
ではないでしょうか。かくいう私もその一人で、マスクや
目薬が手放せない日々を過ごしています。それでも、やわ
らかい春風に「やっぱり春はいいな」と感じることも。つ
らさの中にも、小さな喜びや季節の移ろいを見つけながら、
この時期ならではの時間を大切にしていきたいものです。

春のやわらかな陽気に包まれ、桜の便りが届
く季節となりました。新生活のスタートや、
どこか心が弾むようなこの時期は、まさに春
の風物詩に満ちています。一方で、この季節

い

≪今月の担当≫
島
し ま だ

田 善
よ し ひ ろ

博  
朝来市地域おこし協力隊

「あさこいひと」のメンバーが
毎月交代で執筆します！

　朝来市の皆さま初めま
して。令和 8 年 4 月から
地域おこし協力隊として
与布土地域自治協議会に
配属されました島

し ま だ

田 善
よ し ひ ろ

博
と申します。
　魅力溢れる朝来市の一員
となれたことに大変感謝申し
上げます。地域おこし協力
隊としてのミッションは、

空き家を再利用した宿泊施設＋
果樹収穫体験施設（田舎体験プ
ログラム）を通じて、まずは関
係人口を増やすこと。今後は与
布土地域自治協議会に所属し、
関係者様と協力しつつ、田舎体
験プログラムの推進活動を行い
ます。また、畑や果樹園で収穫

した野菜や果物を使った特産品
作りにも取り組みます。
　最後になりますが、３年後に
協力隊がきてくれて良かったと
思って頂けるよう日々精進して
参ります。至らぬところもある
かと思いますが、ぜひ温かく見
守って頂けたら幸いです。

大阪府大阪市出身の 46 歳。同市内で高校・大学へ進
学し、就職を機に上京。16 年間の会社員生活の後、
大阪へ戻りフリーランスでの業務および家業の支援を
行う。その後、子育ての一環として米国カリフォルニ
ア州へ 2 年間移住。その際に自然豊かな生活環境に
魅了され、帰国後、自然豊かな第 2 の故郷を模索す
る中で地域おこし協力隊の存在を知り、応募するに至
る。

経歴経歴
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第3次朝来市総合計画（計画期間：令和４年度〜令和11年度）

まち全体が幸せであるために、まず市民一人一人が幸せを実感
できることが大切です。小さなことでも自分のやりたいことが
実現できていると人は幸せを実感できます。そのうえ、誰かの
役に立てたり、困ったときに頼れる人がいれば、次なるチャレン
ジに向かう勇気もわいてきます。
朝来市は、一人一人の幸せを育み、互いに響き合うことで、「人
と人がつながり 幸せが循環するまち」の実現を目指しています。

第3次朝来市総合計画（計画期間：令和４年度〜令和11年度）

中
なかしま

嶋 叶
と わ

和さん
（大月）

経
験
を
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ

「
つ
な
が
り
」
が
恩
返
し
に

　
照
福
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
ど
も
園
や
老
人

ホ
ー
ム
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
和
太
鼓
の
演

奏
を
披
露
し
て
い
る
。
中
で
も
心
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
老
人
ホ
ー
ム
で
の
演
奏
の
あ
と
、「
ま
た

来
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
こ
と
。
翌

年
に
訪
れ
た
際
に
も
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て

も
ら
い
、
会
う
た
び
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
こ

と
が
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
あ
た
た
か
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
嬉
し
い
体
験
と
な
っ
た
と
話
す
。

「
今
度
は
自
分
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
に
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
、
和
太
鼓
の
演
奏
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
元
気
を
皆
さ
ん
に
届
け

て
い
き
た
い
」
と
、
や
さ
し
く
思
い
を
語
っ
た
。

　
現
在
、照
福
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
に
は
、子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
。世

代
を
超
え
た
友
人
の
よ
う
な
関
係
を
築
き
な
が

ら
も
、和
太
鼓
の
指
導
で
は
互
い
に
支
え
合
い
、切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
絆
を
深
め
て
き
た
。ま
た
、か
つ

て
指
導
さ
れ
て
き
た
中
高
生
た
ち
が
、今
で
は
自

ら
が
指
導
す
る
側
と
な
り
、次
の
世
代
へ
と
技
術

や
想
い
を
伝
え
て
い
る
姿
に
、成
長
の
喜
び
を
実

感
し
て
い
る
と
い
う
。「
自
分
が
教
わ
っ
た
こ
と
を

つ
な
い
で
い
き
、メ
ン
バ
ー
が
少
し
で
も
長
く
和
太

鼓
を
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
に
し
て

い
き
た
い
」そ
ん
な
想
い
を
胸
に
、子
ど
も
た
ち
や

地
域
の
大
人
と
と
も
に
、ク
ラ
ブ
を
支
え
て
い
る
。

　照福保育園に通っていた中嶋さんは、

地域の大人や卒園生が、保育園の体育

館で和太鼓演奏の練習をする姿に魅了

され、７歳から照福和太鼓クラブに入

部。活動を続けて今年で16年目となっ

た今、現在は副代表としてクラブの活

動を支えている。和太鼓の楽しさだけ

でなく、人や地域とのつながりの尊さ

を伝えながら、子どもたちの成長を温

かく見守っている。
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